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Ⅰ
本年度の方針
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１．実施事項



5

• 本会議（学校安全の推進に関する有識者会議）では、令和７年度中に４回にわたり検討を実施。また、この
全体会議とは別に、調査・分析や取りまとめの方向性等、事業推進に関する重要事項について協議する小グルー
プヒアリングを同年度内に全３回実施（済）。

２．会議スケジュール

事業のスケジュール

【個別テーマ
小グループヒアリング】
危機管理マニュアル等の

見直し・実効性を高める方策

委員：大木先生、桐淵先生、
 桜井先生、平塚先生

【全体会議】
学校安全の推進に
関する有識者会議

第1回
•事業説明
•調査の方向性

第2回
•先進事例等の選定
•分析状況

第3回
•成果物の素案

第４回
•成果物とりまとめ案

第1回
•調査の進め方
•ヒアリング先選定案
•成果物イメージ

第2回
•調査分析状況
•成果物イメージ

第3回
•取りまとめの方向性

7月 10月 12月 ３月

9月 ２月

※7月7日実施済 ※10月30日実施済

※9月19日実施済 ※12月4日実施済

※12月22日実施済

青：現在

※3月2日実施

※２月16日実施済
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Ⅱ
実施内容
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１．成果物案

• これまでの危機管理マニュアルに関する「作成の手引」や「評価・見直しガイドライン」は、危機管理マニュアルに記載すべき内容につ
いて、見直しの際の留意点等も含め整理してきたもの。

• 今年度作成する資料については、実際に各学校において危機管理マニュアルの運用や見直しが、現場への着実な定着も含め
実効性のある形で行われるよう、教育委員会（都道府県・市町村※設置者の立場も含む）と学校の校内体制の観点に分け
て、先進的な実践事例について、その背景やプロセス、成功要因、阻害要因などを分析しながら、主に組織体制や運用上の仕
組みに関する具体的な項目について解説をする。

• 主な読者層としては、教育委員会の学校安全関係者や各学校の管理職を想定する。

仮題 実効性のある危機管理マニュアルの運用・見直しのための実践解説

主な想定読者 教育委員会（都道府県・市町村）の学校安全関係者各学校の管理職
目次案

作成方針と目次案
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• 「学校の『危機管理マニュアル』等の評価・見直しガイドライン」は、危機管理フェーズ毎に危機管理マニュアルに記載すべき内容につ

いて、見直しの際の留意点等も含め整理・解説。本年度は、実際に各学校において危機管理マニュアルの運用や見直しが実効

性をもって行われるよう、２つ観点（見直しの手法や仕組み、現場への定着方法）に着目して、組織体制や運用上の仕組みの

ポイントを解説するものであり、ガイドラインと合わせて活用を促進。

危機管理マニュアル評価・見直しガイドラインと本資料との関係

基本事項

事前の危機管理

発生時の危機管理

事後の危機管理

チェックリスト、解説、サンプル

チェックリスト、解説、サンプル

チェックリスト、解説、サンプル

チェックリスト、解説、サンプル

見
直
し
手
法
・
仕
組
み

現
場
へ
の
定
着
手
法

「学校の『危機管理マニュアル』等の評価・見直しガイドライン」の構成 本年度作成資料

「危機管理マニュアル」等の評価・見直しガイドラインは、
危機管理上のフェーズごとにマニュアルに記載すべき内容や見直しの方向性等を解説

組織体制や運用上の仕
組みのポイントを解説

各
学
校
に
お
け
る
実
効
性
の
あ
る
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
運
用
・
見
直
し
の
実
施
を
促
す

２．「学校の『危機管理マニュアル』等の評価・見直しガイドライン」と本資料との関係
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各ページの構成

危機管理マニュアルも見直し
における組織体制や運用上
の仕組みに関するポイント

ポイントの説明

読者に伝えたいキーワード

ポイントに紐づく事例
概要：全体像をコンパクトに記載

取組を分かりやすく
伝える写真・資料等
を添付予定取組内容：各学校設置者や学校

の取組内容を、簡潔にまとめて記載

現在の取組に至るま
で：取組を始めた理
由・きっかけ、現在まで
の道のりを記載

問題・課題と乗り越
える工夫：これまでに
直面した問題・課題
やその乗り越え方、効
果などを記載

３．事例部分の成果物案
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